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すでに印刷業界は品質の規格に囲まれている 

 

カラー印刷について、基礎的なことから話しま

す。カラー印刷の環境ですが、最近では、印刷標

準化とか、ジャパンカラーといった言葉をよく聞

かれると思います。実際にジャパンカラーの他に、

ＪＩＳ規格だけでも 18 項目位あります。その中で、

商業印刷で使われているオフセットとカラー印刷

部門のＪＩＳ規格として、次の６項目位あります。 

  ①印刷技術―カラー印刷における工程管理（第

１部：パラメータおよびその測定方法）ＪＩＳ Ｂ

9620-1（2000）／ＩＳＯ 23467-2（1996９）②印刷

技術―カラー印刷における工程管理（第２部：オ

フセット印刷） ＪＩＳ Ｂ 9620-2（2000）／ ＩＳＯ 

23467-2（1996）③印刷技術―工程管理（オフセッ

ト刷版製版）ＪＩＳ Ｂ 9621（2000）／ＩＳＯ 12218

（1997）④印刷技術―反射濃度及び測色データの

工程管理並びに画像評価への応用（工程管理並び

に画像評価への応用）ＪＩＳ Ｂ 9622（2000）／ＩＳＯ 

13656（2000）⑤平版インキ―第１部：試験方法 Ｊ

ＩＳ Ｋ 5701-1⑥平版インキ―第２部：プロセスイ

ンキの色及び透明性 ＪＩＳ Ｋ 5701-2 

ＪＩＳ規格をつけるとなると大変だと思いますが、

今後はクリアしていかないといけません。皆さん

の回りには、実は規格や環境、ＩＳＯなどの品質な

ど、色々な規格に囲まれてきているのが現実です。 

では、印刷の仕事の流れをみます。まず、原稿

が入ってきます。Ｍａｃで編集を行い、ＲＩＰに流れ

ます。ＲＩＰは、簡単にいうと、作ったデータを網

点に置き換えます。次に必然的にフイルムの網点

に置き換えて、フィルム出力します。フイルムか

ら出てきた網点は、ＰＳ版の上で焼かれて、焼かれ

たＰＳ版は網点面側測定器で測定されて、印刷機へ

まわり、印刷します。 

よくＣＴＰが話題になってますが、ＣＴＰは、編集

から、ＲＩＰで網点を作ったものを直接、刷版の上

でレーザー光線で焼き、板を作るという流れです。

つまり、フイルムに出して刷版をおこすのか、直

接、刷版をおこすのかの違いです。 

デジタル化になると、色校の出力機を、インク

ジェットなどを使って、刷り上がりの見本になる

  印刷品質の維持、印刷品質の標準化が求めら

れている事に伴い、カラーマッチングへの取り

組みが求められつつある。２月 21･22 日に開催

した㈱ショーワのプライベートショー「ＳＨＯ

ＷＡミニ展」では、ＳＨＯＷＡ会と共同で、「や

さしいカラーマネジメントセミナー」が行われ

た。講師には、㈱ムサシリプロ東京の菊池貴志

氏と井上幹彦氏が、カラーマッチングに必要な

基礎知識を中心に、取り組みノウハウを解説し

た。本稿では、２回に分けて要旨を紹介する。 

ＳＨＯＷＡ会・セミナーから 

簡単にできるカラー印刷の基礎管理 
～やさしいカラーマネジメントセミナー①～ 
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ようなものを出すものも、ＲＩＰから流すようにな

る、という流れになります。つまり、ＲＩＰまでは

同じ流れですが、後の出力工程が変ってきます。 

それから、ＣＩＰ３コンバータというのを展示会

などでよく見るようになりましたが、これは、ＲＩ

Ｐで網点を作ると、印刷機の「インキキー」でイ

ンクの具合を調整するするデータを直接送ります。

印刷キーまでの状態のデータを送るのがＣＩＰ３、

それからその後の工程までを送るのをＣＩＰ４とい

います。 

 

加色法と減色法の違いが色合わせを困難に 

 

さて、４色機、カラー印刷の話をします。色に

は、「加色法」と「減色法」という二種類の管理の

仕方があります。加色法は、Ｒ（レッド）、Ｇ（グ

リーン）、Ｂ（ブルー）からなり、テレビのブラン

管や、ＭａｃなどはこのＲＧＢで色を管理します。そ

れに対して減色法は、印刷でいうＣ（シアン）、Ｍ

（マゼンタ）、Ｙ（イエロー）です。減色法は物体

に光りがあたって帰ってくる色なので、加色法と

は見え方が基本的に違います。 

ＲＧＢは、光の屈折です。光を分散・屈折させ

る多面体であるプリズムの中で屈折すると、紫色

から赤色まで順に見えますが、その色の違いであ

る光の波長の長さは、ナロメーター（nm）で表し

ます。人間の目で見える波長は、400～700nm とい

われてます。紫色が見えるのはだいたい 400nm、

赤が 700nm で、この範囲が可視光線です。400 nm

から前を紫外線、700 nm から外が赤外線です。 

今の印刷は、ＭａｃでＲＧＢのデータを作ると、Ｃ

ＭＹＫ変換を行って印刷を行います。実際に画面

で見た色を再現するのは、無理な話だというのが

わかると思います。ところが、今は、それをなる

べく近づけようとするカラーマネージメントソフ

トなどを使って、調整したり、印刷標準化を行う

ようになってきております。 

では、ＲＧＢからＣＭＹＫに変換した時、どのよ

うなインキだと最適かというと、例えばシアン

（Ｃ）とマゼンタ（Ｍ）とイエロー（Ｙ）のイン

キを作る場合、理論的には、ＣはＢ＋Ｇ、ＭはＢ

＋Ｒ、ＹはＧ＋Ｒです。シアンインキを作る時は
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400～600 nmの領域で、マゼンタの場合は400～500

と 600～700 nm の間で、イエローの場合は 500～

700 nm の間で作ると最適なインキになります。し

かし、実際に市販されているインキは、違ってお

り、すでにインキ性能としては、理論と違ってき

てます。この他に墨がありますが、理論上、ＣＭ

ＹＫを混ぜればできる色ですが、実際には少し色

が浅いので、特別に墨インクを加えています。 

今、色をどう合わせるのかが課題になってきて

います。なぜかというと、ＣＴＰの発展です。ＣＴＰ

は、直接板の上で進みますから、正確なデータが

打ち込めます。ＣＴＰを導入して、「色をどの基準

に合わせますか」という段階になって、「標準があ

りませんから」と答えるお客様が多いのが、現状

です。 

 

ＣＴＰのポイントはドットゲインにあり 

 

カラー印刷を安定した形で行うために、各工程

にわけて注意すべき項目をみていきます。 

まず、入力の段階ですが、適切なサイズや解像

度の設定があります。できれば

画像の拡大縮小のないのが一番

望ましいです。適切な解像度は、

最終的に印刷される線数の倍、

例えば 175 線で印刷されるので

あれば、350dpi というのが、一

般的です。次に後工程を考慮し

たハイライト、シャドの再現の

設定です。注意すべきは、ＣＴＰ

になると、網点がダイレクトに

ＲＩＰから出力されますから、極

端な話、１％の網点まで出力されてしまう、とい

うことです。 

次に適切なＵＣＲの設定があります。重要なのは、

総インキ量、ＣＭＹの合わさったインキ量がどの

くらいになるかです。最大で 100％×400％だと思

うのですが、だいたいアートコート紙だったら、

350 から 360％の総インキ量が、新聞だったら、250

から 280 位の総インキ量になると思います。印刷

する紙や印刷機のドットゲインによって変わり、

設定することでインキが伸びすぎたりするのを防

ぐことが可能です。 

入力の次に、製版の部分ですが、フィルム出力

です。注意事項としては、機械の管理をしっかり

した方がいいという事です。セッターはしっかり

機械ですから、データがくればキチンと出てきま

す。出力機から常に同じ状態で出せるように調整

することで、安定したフィルム出力ができます。 

フィルムの次にＰＳ版に焼き付けるという作業

に移ります。新しく出てきた機械ではＣＴＰという、

直接プレートに焼くので、その辺の管理が必要で

す。フイルムを見ると網点がありますが、実際に

フイルムをＰＳ版に焼き付ける上で、最低濃度が必

要になります。どの位あればいいのかというと、

最低濃度は 3.5 です。フイルムセッターといわれ

ているものは、だいたい 4.5 ですから６位で出力

してます。それから、フイムの時には点として存

在しているのが、印刷をしたら無くなってしまう

ＣＴＰでドットゲインという言葉があります。この

ドットゲインを考慮した設定が必要です。 

 

ＵＣＲ：シアン・マゼンタ・イエローを 100％ずつ重ねても

完全な墨(黒)にはならないため、プロセスカラー印刷では

黒のインキを使用している。しかし、ＣＭＹの掛け合わせ

に単純に墨を加えた調子の強い色は、画像上にインキがの

りすぎるためそのまま印刷できない。この問題を解決する

のがＵＣＲ（Under Color Removal＝下色除去）とＧＣＲ

（Gray-Component Replacement＝グレー置き換え）という

処理で、ＵＣＲはカラー画像の黒の部分から、ＧＣＲはカラー

画像のグレーの部分からシアン・マゼンタ・イエローの成

分（インキ）を取り除いて黒の濃淡に置き換える。 

 
インキの理想と現実 
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